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1序 論
1960年 、ダライ ・『ラマ指導下のチベ ット人難民は、中国人民解放軍による暴力的な
故地編入から逃れてイン ドに避難 した。最初の トランジットキャンプでは、当初から
物資の不足、伝染病、そ して人口減少に悩まされていた。そこで、インド政府が乗 り
出して、より安定的な居留地を提供 した。チベッ ト人の自己決定によって、そして彼
らがイン ド政府、NGOお よび外国人後援者か ら受けた多方面での援助によって、や
　 　 　
が て こ の居 留 地 は 繁 栄 した 。 北 イ ン ドにお け る ダ ラ イ ・ラマ の 拠 点 そ して チ ベ ッ ト人
デ ィ ア ス ポ ラ 政 治 の 中心 地 と して の ダ ラム サ ラは 、 ヒマ ラヤ 全 土 の ど こ よ りも、 トラ
ンス ロ ー カ ル で 、深 く地 政学 的 で 、 高 度 に 資 本 主 義 的 で 、 そ して 多 くの 観 光 客 が 集 う
場 所 に な っ た とい っ て よい だ ろ う。1989年 に ダ ライ ・ラマ が ノ ー ベ ル 平和 賞 を受 賞 し
た と こ ろ に 、 さ らに1990年 代 に はハ リウ ッ ドが チ ベ ッ ト独 立 を取 り上 げ て 論 争 を呼 ん
だ こ とで(訳注2)、山 間 の小 さ な 町 で の チ ベ ッ ト人 め デ ィア ス ポ ラ 的 な 生 が 可視 化 した の
だ 。 さ ら に、 イ ン ドの 法 制 度 が 国 内 の 他 の 難 民 コ ミュ ニ テ ィ よ り・もチ ベ ッ ト人 を特
権 的 に扱 っ た こ と[Bentz2012]、 そ して チ ベ ッ ト仏 教 を介 した パ トロ ン/ク ラ イ ア
ン ト関係 を国 際 的 支 援 確 保 の た め に実 用 的 に拡 張 で きた こ と[Ruegg2004]で 、 ガ ッ
デ ィ(Gaddi)と 呼 ば れ る近 隣 トラ イ ブ よ り もチ ベ ッ ト人 難 民 を優 位 に置 く社 会 経 済
的 地位 の 不 平 等 を もた らす こ と とな っ た 、[Prost2006]。 この 不 平 等 性 は、 ガ ッデ ィ と
の社 会 関係 お よび イ ン ド国 内 へ の 統 合 に影 響 を及 ぼ し、 結 果 的 に集 団的 暴 力 、 民 族 間
の敵 対 的対 立 、 そ して チ ベ ッ ト人全 般 に よ る イ ン ド市 民 権 の 拒 絶 を なす 強 固 な反 同化
主 義 を もた ら した[McGranahan2016]。
こ の よ うな ダ イ ナ ミク ス の舞 台 で あ る ダ ラム サ ラは 、 高 地 チ ャ ンバ と低 地 カ ン グ ラ
　 　　　 　　 ぶ　
との中間に位置 し、かつて両地を往来する牧畜民ガッディの短期滞在地だった。ガッ
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ダラムサラは、チベ ット人のための多民族難民居留地 となり、ダライ ・ラマの拠点 と
　 　
ス ピ リチ ュ ア ル ・ツー リズ ムの 中心 地 とな り、 そ して近 年 で は デ リー の 中 間層 とパ ン
ジ ャー ブ地 域 観 光 客 の 主 要 な 訪 問 地 へ と変 貌 した 。 さ らに こ こ で は ヒ マ ラ ヤ 全 土 の
同規 模 の他 の 町 で は類 を見 な い ほ ど、NGOや 市 民 団 体 が 集 まっ て い る。2015年12月 、
ダ ラ ム サ ラ は、 イ ン ド全 国109都 市 の 近 代 化 を 目的 とす るモ デ ィ首 相 主 導 の 開発 計 画
で あ る ス マ ー ト ・シ テ ィ ・ミ ッ シ ョ ン(SCM)の コ ンペ に選 ば れ た 。 ま た2018年 か
ら2022年 に か け て は 、 ダ ラム サ ラに お よそ1億5000万 ドル(1,000ク ロ ー ネ)を 投 じて 、
監 視 カ メ ラ 、 無 料WIFI、 環 境 に優iしい ツ リー ハ ウ ス 型 ホ テ ル の あ る コス モ ポ リ汐 ン
　 　 　
な憧れの地を作 り出そうとしている。このスマー ト・シティは、いまや 「神聖ダラム
サラ」と銘打たれて、開発型の近代 をチベット人居住民をめ ぐる民族の商品に結びつ
けるスピリチュアルな中心地となった。
そのような開発 は、混合 力「ス トの在来 トライブで、この地域で伝統的に季節移
動の牧畜 に従事 していたガッディの人びとを不可視化することになった。ガッディ
は、イン ド憲法によって認定 される地位を得たこと、第6指 定保護地域のバーマーに
集住 していることか ら、一般に トライブと呼ばれてや る。ガッディたちがガデラン
(Gadderan)と 愛称するバーマーは、真正な トライブ ・アイデンティティを牧畜 ・移
　　　　ぎ 　
動 性 ・シ ヴ ァ信 仰 に結 びつ け る場 所 作 りの営 み と語 りを通 して、 ガ ッ デ ィ の拠 り所 と
して 思 い 描 か れ て い る。 夜 通 し行 わ れ る羊 の供 犠(nualdi)と い っ た、 彼 ら固 有 の儀
礼 は、 近 隣 のパ ハ ー リ集 団か ら弁 別 し うる ガ ッデ ィ の トラ イ ブ 的 同 一性 を確 か な もの
と して い る[Wagner2013:60]。 ガ デ ラ ン南 方 、 雄 大 な ダ ー ウ ラ ー ダ 山脈 を越 え た と
こ ろ に は、 ガ ッデ ィ の分 派 が 南 嶺 地 域 の カ ング ラ に村 を構 え て定 着 した 。 ガ ッデ ィか
ら広 くジ ャ ン ダ ー ル(Jhandar)と 呼 ば れ る こ れ らの 山岳 トラ イ ブ 地 帯 は 、 ガ ッデ ィ
　 　 ぼ　 　
の生活圏における急速な観光地、とくにダラムサラの急激な発展によって生 じたモダ
ニティ志向およびコスモポリタン志向と結びつ くものと考えられている。
トライブ ・アイデンティティの拠 り所たる高地ガデランと、モダニティに結びつ く
低地ジャンダールというこれ ら2つの空間的位置づけは、インド政府による文化的同
化、開発、そ して政治的分類をめぐって別々の経緯 を辿 ったガッディの2つ の異なる
存在 を特徴づけている。ガデラン ・ガッディは、独立後初の計画で指走 トライブ(訳注3)
の地位 を与えられたが、これは周縁化された共同体ならではの生活改善に寄与するよ
うな、憲法上一定の利益 を保障する指定だった。 しか し、ジャンダールに移ったガッ
ディたちには、切望されていた指定 トライブの地位が認め られなかった。ジャンダー
1ル ・ガッディは、行政上のパラドックスに囚われていた。すなわち、バーマー在住の
同胞たちが憲法の認める トライブとしての権利主体 だったのに、彼 らはそうではな
かったということである。これは、カングラ(ガ ッディたちガッディヤンダールと呼
ぶ地域)が 、かつてイギリス人行政官が トライブの存在 しない地域とみなした、パ ン
ジャーブの一地域だったためである。い くつかのパンジャーブ ・カース トは罪人 トラ
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イ ブ な る荘 漠 か つ 矛 盾 だ らけの 呼 称 を押 し付 け られ て 、 強制 的 な行 政 登 録 、 地元 警 察
へ の 週1回 の 報 告 、 そ して 移 動 制 限 さえ 強 い られ て い た[Kannabiranetal.2018:81]。
1952年 に な って 犯 罪 者 の ラベ ルが 削 除 され 、パ ンジ ャー ブ の これ らの 未 指 定 カ ー ス ト
は 一 般 カ ー ス トに な っ た[Singh2010:XVII]。2018年 現 在 、 パ ン ジ ャー ブ大 学 の 人
類 学 者 の支 援 を得 て、8つ の パ ン ジ ャー ブ ・カ ー ス トが 指 定 トラ イ ブ へ の 再 分 類 を強
く求 め て い る[Singh2009]。
ジ ャ ン ダ ー ル の な か で ガ ッデ ィ の 境 遇 は ま だ ま しだ っ た 。1966年 、 カ ング ラ は ヒ
マ ー チ ャ ル ・プ ラデ ー シ ュ州 内 の 新 た な県 と して 再 編 され 、 そ の う え で ガ ッデ ィ1さ、
ガ デ ラ ン在 住 の 同 胞 た ち との 政 治 的 ・社 会 的一 体 化 を 目指 し、指 定 トラ イ ブ の地 位 を
求 め 始 め た 。 マ ン ダル の 改 革 と政 治 的 同盟 が ガ ッデ ィを支 持 す る方 向 に シ フ トした た
め 、 彼 らの 求 め は さ らな る推 力 を得 た。 ダ ラ ムサ ラ とそ の周 辺 地 域 の民 族 学 的調 査 に
基 づ い て 、 彼 らの 求 め は2002年 に認 め られ、 高 カ ー ス トの カ ング ラ ・ガ ッデ ィは指 定
トライ ブ の 政 治 的 指 定 を受 け、 歴 史 的 に周 縁 化 され た共 同体 と して の権 利 を手 に入 れ
た の だ った 。 ガ ッデ ィの 人 び とが 、 地 域 カ ー ス ト制 度 の な か で の社 会 的地 位 を高 め よ
う と努 め なが ら も 「手 を返 して 」 連 邦 政 府 か ら得 られ る利 益 の た め に指 定 トライ ブ の
地 位 を求 め つ つ あ るの は、 最 近 の ラ ー ジ ャ 琴 ター ン州 の グ ッジ ャー ル な ど、 イ ン ド各
り　べ　 　 む　
地に見 られる試みである[Mayaram2014](訳 注4)。権利確保をめ ぐる政治は、あえて未





地域的なカース トにおけるガッディの序列的配置 を議論 し続けている一方[Phillimore




Hダ ラムサ ラ ヒマ ラヤの コスモポ リタンな憧 れの地?
　　り　




びとそして場所に根づいた彼 らの集合的記憶 を劣位 にお く。文化地理学的な意味での
このような変化は、U'コスモポリタン的なものの理解、それをめぐる彼らのかかわ りを









全 く異質なインド人的世界を抜け出 し、同時代的存在 として経験可能な感性 と多様な
アイデンティティを持って志を同 じくするチベ ット人のなかに入っていくことに安心
感があるというのは、よくある話なのである。





ベット人に比 して不利な状況にある。加えて、海外か らの観光客は、本当のチベ ット
人と触れ合うといった類の幻想を育む薄っぺ らな文化信仰を、平然 と口にする。ガッ
ディは本来、ダラムサラにいるべきではない、そこはチベ ットの場所だと考えられて
いるのだ。そ してガッディ ・ダリ トたちは、 トライブとして得 られるべ き利益がガッ
デイとバー ト・ブラーマンたちだけに許されたことが、インド政府の裏切 りによると
感 じてお り、チベットでも完全なガッディで もないような、さらなる周縁化に直面 し
ている。これらガッディ ・ダリ トたちの多 くは、自分たちが民族 としての認知を得 ら






ている一方で、チベット人は彼ら自身の場所作 りに勤 しんでいる(訳注8)。チベ ット人入
植者は、亡命直後にダライ ・ラマがチベッ ト人難民たちにダラムサラで 自前の苗木を
植えないよう呼びかけたことを記憶 している。木が根付 きやがて木陰を持つまでに成
長する頃には、チベッ ト人たちは独立チベ ットに戻っているはずだからだ。2011年 、
チベット人入植者による帰国の夢が潰えようとするなか、アーティス トのテンジン ・
リドルは彼の有名な展覧会 「私たちの土地、私たちの人びと」(OurLand,OurPeople)
のために、国境を越 えてダラムサラヘチベ ットの土2万 キログラムを密かに持ち込 ん
だ。チベットに自由がないままでいるならば、チベット人は目に見えるかぎりでダラ
セ





チベ ットのディアスポラを根付かせるこれらの努力はあって も、「ダラムサラ」 と
いう名前はサ ンスクリッ ト語でもともと一時的な休息場、すなわちしっか りと根付
　　　　　　　






身のビジネスマ ン、そ してガッデ ィの遠隔村、さらにはチャッティスガル、 ビハー
ル、およびラージャスターンからの低熟練労働者である。10月 から3月上旬にかけて、
多 くのチベ ット人がダラムサラを離れて、何百ものインドの都市で季節限定の 「セー
ター市場」に出かけるが、そこはルディヤーナーで卸 した衣料品を行商する場所で
ある。多 くのチベッ ト人は、帰国 したり、海外に移動 した り、インドの別の集落に
移ったりする前に、ダラムサラのチベッ ト学校やNGOに 入った りする。ダラムサラ
は、多 くの人びとにとってホームではない。むしろ北部の過酷な冬あるいは南部の酷
暑 を避けるための、あるいは近 くの牧草地で一時的に群れを放牧 したり、お金を学び
　　　　
稼いだ り、ダライ ・ラマの公の教 えを聞いたり、大麻を吸ったり、イスラエル人バ ッ
クパ ッカーにとっては義務兵役後の休養を得るための一時的な場所であるのだ。
ダラムサラは トランスローカルな場所、すなわち多様で流動的な民族構成、カース
ト構成 および階級分化 をもつ場 として立ち現れてお り、そこはガッディの文化生活の
姿がチベ ット人ディアスポラの南アジアにおける中心と絡み合う場で もある。 トラ
ンスローカリティの多面的分析 を呼びかける論文のなかで、ブリッケルとダッダは
「ローカルな場が、目に見 える物質性をもつごと、人間の経験 に埋め込まれること、
そ して身体 に訴えかけること すなわち固有の日常 を体験できる場所であること」
[BrickellandAyona2011:6]に 注 目する。 コスモポリタニズムー 文化的差異への開
放性とグローバルな帰属意識一 とは、具体的なローカリティにおいて、すなわち多
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は、 社 会 的 不 和 の 種 を蒔 い て い る 中 国 人 ス パ イ の 噂 が 、 ガ ッデ ィ の伝 統 的 な 妖 術 告
発 と混 在 して い る。 村 の 近 くで は 、 イ ス ラ エ ル 人 バ ッ クパ ッ カー の た め の シ ナ ゴ ー
グで 、 コ ー シ ャ料 理(訳注9)の調 理 法 の 訓練 を受 け た ガ ッデ ィ の料 理 人 が 雇 わ れ て い る。
マ ク ロー ド・ガ ンジ で は 、 カ シ ミー ル の 商 人 に支援 を受 け る地 元 の イス ラ ー ム信 者 が 、
チ ベ ッ ト福 祉 事 務 所 が マ ス ジ ド(訳注10)を不 適 切 に利 用 して い る とい って 抗 議 してい る。
自分 探 しにや って きた オ ー ス トラ リア 人 とガ ッデ ィの ガ イ ドとの 数年 間 の ロマ ンチ ッ
ク な 関係 は 、 妖術 で 引 き裂 か れ 失 恋 に終 わ る。 道 端 でバ リ(訳注11)が営 ん で い る茶 屋 で
は、 ドイ ツ人 観 光 客 か らチ ェ ス を学 ん で そ れ を彼 の娘 に教 え 、彼 女 は現 在 、 イ ン ド全
国大 会 ヒ マ ー チ ャ ル ・プ ラ デ ー シ ュ州 代 表 で 唯 一 の 女 性 と な っ て い る。 近 隣 の 村 で
は、 宣 教 師組 織 ユ ー ス ・ウ ィズ ・ア ・ミ ッ シ ョンが ガ ッデ ィ の村 人 た ち に伝 道 しつ つ 、
ダ ラ イ ・ラマ 派 を批 判 す る 動 画 をYouTubeに 投 稿 して い る 。 街 路 に立 つ チ ベ ッ ト人 た
ち は、 中 国 の抑 圧 的統 治 を理 由 とす る焼 身 自殺 が チ ベ ッ トに お い て 驚 くほ ど増 加 して
い る こ と に抗 議 の声 を上 げ て い る[Shakya2012]。 民 族 ・社 会 ・文 化 の領 域 を横 断 す
る、 こ う した ロ ー カ ル とグ ロ ーバ ル との対 面 的状 況 は 、 ダ ラム サ ラの住 民 と訪 問 者 の
うち に 「様 ざ ま な喪 失 と願 望 ゆ え の苦 しみ を刻 み 込 ん だ場 所 にお い て 、 来 し方 行 く末
を語 り、語 り合 う方 法 」 と して の 「コス モ ・ス ピー ク」 な る語 り口 を生 み 出 した の だ
[SchillerandAndrew2015:15]。
ζ
皿 コスモポ リタンな能力 と社 会的願望
コスモポリタンな世界観の核心には差異に対する寛容と自己の拡張があ り、これは
　　 　ぷ り　　
ギリシャ ・シニシズムの創始者であるシノペのディオゲネスが 「世界市民」を自称 し
たことには じまる。不遜な振 る舞いを通 して教え諭 したイコノクラス トで もあった







ねに中心にむかって幾重 にも円を描 く」[Nussbaum1994:3]人 びとなのである。
こうした古めかしい哲学的起源に端を発 して、コスモポリタニズムをめぐる様ざ
まな意味 と行為が人文 ・社会科学の世界で各所に顔 を出してきた[BeckandNatan
2006コ。ヴァー トヴェックとコーエ ンによると、コスモポリタニズムは6つ の相におい
て分析 されている。(1)社 会文化的条件、(2)哲 学的世界観、(3)ト ランスナショナ
ルな制度を構築するための政治的取 り組み、(4)複 合的 ・混渚的なアイデンティティ
を認識するための政治的取 り組み、(5)態 度または精神的態度における志向、そして
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(6)行 為 ま た は 能力 の 様i式、 こ の6つ で 南 る[VertovecandCohen2003:9-14]。 この





















ガッディとチベ ット人との間の接点をめ ぐる研究者の分析手法は非常 に多様であ
る。マウラ ・モイニハ ンは、どのような意味で 「チベット難民と彼らのインド人受入
者 との関係性が、世界各地に見 られるような2つの異なる民族 ・文化集団の平和的共
存の良い例である」かを論じている[Moynihanl997]。 この見解は、ア トリエー ・セ
ンが補強して、ダラムサラの民族間関係 を 「粗野なコスモポリタニズム」の一例 とみ
なしている[Sen2015:100]。 彼女は、ガッディと名指 ししないままに、ダラムサラ





思想 とイデオロギーのるつぼ」が生 じつつあるダラムサラを背景に、チベ ット人難民
たちが育むコスモポリタニズムの実践とグローバル ・アイデンティティの願望をめ ぐ
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り、むしろ彼 らの世界に留 まり、そこに来訪する他者 と関係 を築 くことで自分たちを










治、個人的信念 を語 り合 う場 としてのダラムサラのコスモポリタンな側面をめぐる、
チベット人と(国 内外か らの)観 光客の自己肯定的話題に参加するだけである。その
ような態度はコスモポリタン的意識の典型で、「自己懐疑的で内省的な自己疎隔、す
　 　 　 　
なわち異なる文化 ・異なる価値観 ・異なる道徳観が存在すること、等 しく意味がある
ことへの気づき」[Werbner2008]か らなるものだ。
他方、これまでの研究では、ガッディの人びととチベ ット人 との間の文化的断絶が
高 じてコミュナリズムが現れつっあることが、しばしば多少の驚 きとともに指摘 され
て きた[Dielh2002;Saklani1984]。 ガッディの人びとの多 くは、国際的な資金援助
のためにチベッ ト仏教を交換することで可能 となった 「豊かな難民」の台頭に欝憤を
募 らせている。海外か らの支援(rogsra〃1)を 得ることは、モダニティと外国からの
影響に適応 しなが ら伝統的なチベ ット性を維持するという一見逆説的な目的を遂行す
るための経済的戦略なのである[Prost2006:248]。 マクロー ド・ガンジのチルアウ
ト・カブ兎の嗜みは、チベッ ト人 と観光客だけの ものである。ガッディの人びとは、
そこにいるとしてもキッチンや清掃スタッフの裏方にいるのが普通で、給料が低 くす
ぎて金のかかる場で余暇を過 ごす こともできず、英語が流暢でないために周縁 に追い
や られてしまう。ダラムサラの住民誰 しもが余暇を過 ごすが、チベット人の若者はダ






縁、そ してコスモポリタンな価値観の対極 とみなされる後進性 を体現する存在であ .
る。南アジアのより広い文脈においていうξ、チベット人商人たちが文化的同化に対
するや り場のない恐怖を覆い隠すかのようにイン ド人のあさましさを強調する場合
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の、そのようなインド人のネガティブな描 き方の一部を引 き受けてしまっているのだ
　 こ　　 り　 　
[Lau2009]。 次節で分析するように、チベ ット人に対抗す るガッディの民族主義は、
チベットの可視性 に対するローカルな憤 りと、居留利益のための明白な政治的闘争 と
を結びつけているのである。
IVチ ベ ッ ト人へ の責任 転嫁
こ う した憤 りとネ ガテ ィ ブ なス テ レ オ タ イ プ化 は、 繰 り返 し沸 騰 し、広 く知 られ る
よ う な コ ミュ ニ テ ィ 間で の レイ プや 暴 力 を引 き起 こす 。2015年5月15日 、 チ ベ ッ ト レ
セ プ シ ョ ンセ ン ター の 前 で 、 あ るチ ベ ッ ト人 が 銃 撃 され て負 傷 した。 そ して2015年10
月30日 の夜 、 ホ テ ル チ ベ ッ ト前 の バ ス ロ ー ドにい て 、 ガ ー ル フ レ ン ドと と もに い た
あ るチ ベ ッ ト人 が3人 の ガ ッデ ィ の少 年 に よ っ て刺 殺 され た 。1その直 後 、 ソー シ ャ ル
　 こ 　 　 り 　 　
メディア上で発信 されたチベット人たちの怒 りはその多 くが民族主義者的 トーンを伴
い、ガッディの後進的態度や攻撃的で無作法な性格、そしてチベ ット人に対する根っ
からの冷酷さを強調 した。 フェイスブック上に書 き込んだチベ ット人のなかにはイ
ンド人を 「下衆」(kamine)呼 ばわ りして怒 りを示 した者、殺人犯のFacebookの 投稿










た。続 く押 し問答の末にこのガッディ少年が刺殺 された。ほどなくしてセ ンターは
ガッディを多数派とする暴徒に包囲され、チベ ヅト人は避難 所を求めて近 くの村々に
離散した。20年 以上の後、ジョギワラとヒールに住んでいるバ リの家族は、チベ ット
人に対 して同情を示 したことで、ひどく落胆 した近隣者に狙われるようになったこと
を憶 えている。その夜、暴徒たちはチベ ットこども村初等学校にてチベ ット人学生 と
教師を包囲した。私がインタビュー したガッディの一人は、彼が酔っ払って2階 の窓
から登ろうとしたときに鉄の棒が突 き刺さってできた腹部の傷を見せてくれた。その
当時、学校 はこのような災難を想定 していなかった。今 日では、学校は目を引く突起
物を持つ鉄壁に囲まれてお り、2階 の教室は刑務所の独房の中のように封鎖されてい
る。いまや学校 は、普段穏やかなガッディの村の生活の周辺に、丘の上の砦そして要
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塞のように鎮座 している。だが1994年 の時点では、非暴力で知 られる町が民族主義
的コミュナリズムに飲み込まれつつあるなか、チベ ット人は遮る術な く暴力に晒さ
れていた。不満に満ちたガッデ ィの暴力集団を排除するために軍による夜間外出禁
止令がダラムサラに発令 されたが、その間にも 「ダライ ・ラマに死を」(DalaiLama
溺〃r面わδ4)の 声 とともにチベッ ト人は肉体的に痛めつけられ、彼 らの財産は破壊 し
つくされたのだった。
殺人事件 とそれに続 く暴動の分析において、著名な歴史家であ り詩人、またかつて
チャンディーガルの学生共産党の扇動的指導者であったKド ヴントゥプは、破壊活動
について詳細を尽 くした報告をおこなうとともに、一触即発の民族間暴力を鎮めるた
めに尽力 した。チベット・レビュー寄稿のエッセイで、 ドゥン トゥプは、ダラムサラ
のチベット人が 「注目の難民となって多 くの出版物に登場 し、話題にされている。チ
ベット人の田舎的な意識、品の無さと、知名度の高さ、経済的繁栄 とは、釣 り合 うと




健康 を害 しつつあ り、翌年には死去 したが、彼のエッセイはその後 も1994年4月 の暴
力に至る社会文化的要因に関する偏 りのない説明として生 きている。
しか し、エ ッセイの冒頭でのダラムサラに関する彼の記述が、場所の歴史的評価、
ファンタジー化の語 り、チベッ ト化 といった点でガッディの憤 りをたきつけるもの
だったことは特筆すべきである。ペニーディムリは不平等な福祉を 「そのような文化
的に意味づけられた紛争を引き起こす中心的要因」として挙げているが[Penny-Dimri
l994:292]、 私はそれと同 じぐらいにダラムサラを 「ヒマーチャル ・プラデーシュ全
土で最も後進的な丘陵地のひとつ」と捉えるドゥン トゥプの描 き方に含まれている抜
け駆けの姿勢に注視 している。これは、ガッディを不幸な トライブとみなし、チベ ッ
ト人をコスモポリタンな救世主とする、チベット人側によくある描 き方である。さら
に ドゥントゥプは、「現在のガッディ ・コミュニティは300年 以上前に他所か ら羊を連
れてこれらの丘に移住 した。だが、流浪のチベ ット仏教徒の行者 と訳者が、これら丘
と渓谷に足跡を残 したのはそれより以前のことである」 と述べて、ケサル王伝にいう
チベット人の先着性を補強 している。重要なのは、富の不平等が、民族間の緊張を悪
化させるようなダラムサラをめ ぐるチベ ット人の自己物語 と場所作 りの営みの諸相を
覆い隠さすことがないということである。公明正大さを備え、デリーを拠点 とするイ
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チベ ット人難民の非伝統的な音楽に関す る民族音楽学的フィール ドワークを開始 し
たケイラ ・ディール[Dielh2002:120-123]に よるものがある。 しか しなが ら、以上
はすべてチベ ット人的視点そしてチベ ッ ト学的観点から書かれてお り、ガッディの
フィール ドワークを取 り入れていない。殺人事件の後にチベ ット人ならびに警察と








ベ ット人 とインド人のごたまぜであった。チベット人常連客一 そのうちひとりはヒ
ンディー語に精通 し、チェスプレイヤーでもあるチベット人僧侶は日々の顧客で、ガ







(samdy'ikharyakarta)で あ り、ガッディ ・ダリ トの包摂をめざす闘争 に照 らして考え
ると、ガッディとチベット人との接点をめ ぐる彼の説明は一層重要である。
殺人は1994年 に起こった。君は当時のガッディが人を殴ったり、侮辱 したりするこ
とを知っているだろうけど、で もチベ ット人はナイフを持ち歩いて、 しか もそれを躊
躇な く使 うんだよ1双 方の間の緊張関係は長い間ずっと高まっていて、そして遂に爆
発 した。ガッディはチベ ット人に対 して以前か ら不安を抱いていた。殺人が起こっ
た時、僕はこの地域の暴動の指導者になった。我々はチベ ット人たちに詰め寄って、
我々の祖先が隈中無一物のチベ ット人たちをいかに迎えて助けたかを、彼 らに思い起
こさせた。我われは我 らこそがこの地の本来の住人であることを、彼 らに思い起 こさ
せた。我 らこそがその主である。我われは生 き続けている。彼 らが長年我われを無視






手で学ばなかった。彼 らにはいい教師がいた。イギリスは彼 らに教えた。 ドイツは彼
らに教えた。アメリカは彼 らに教えた。オース トラリアは彼 らに教えた。裏で中国を
支持 して暴動を広げようとする悪い連中がチベッ ト人のなかに紛れ込んでいたんだ。
ちょうど僕の家の隣でそういうスパイ(」αsus)が ひとり捕 まった。ノーバ リンガで
毛捕まったんだ。
状況は悪 くなる一途をたどって、僕iもできる限りこの地でなされた過ちについて政
府に対 して注意喚起(sαcet)を した。政府に対 して、我 らをただ山奥で幸せに生活し
ているだけの平和な トライブとみなすまじと警告 した。もし尊重 されないなら、我ら
は何だってできる。我われは政府に対 して我 らの闘いに目を向けさせた。我らはもう、













我 らのことを無視 し続けていて、道もクソだし、飲み水 もないし、学校 もひどい。だ
か ら(ガ ッディとチベ ット人の間の)緊 張関係が高まるのは当然だ。それだけで十分
酷いというのに。想像 してみてほしい、もし僕が君の国,君 の部屋に行って、そ して
君に対 して 「お前はどうしようもないヤッだ」 と言 ったらどう思う。君はどうする。
君はこう言 うだろうよ、「はいはいここか ら出てい きな、僕は平気だ」
2015に 起 きた ツ ォル トリム ・チ ョデ ンの 殺 害 事 件 以 来 の 高 ま って い る緊 張 関 係 を考
え る と、 私 は この 事 件 つ い て あ ま り深 く立 ち入 って 論 じた くは ない 。 ラマ ンは、 ガ ッ
デ ィの 怒 り(dkeos)を 、 チ ベ ッ ト人 の 文 化 的優 越 、 チ ベ ッ ト人 と外 国 人 との 共 謀 、















た。チベッ ト独立 とガッディの トライブ認定 とを、ともに土着性 と文化的固有性をめ
ぐる主張を拠 り所 とする点で通 じるものがあるとみるより、チベット人をチベット政
府からの意図的操作によって政治的な思わせぶりな言動で日常生活を満たす地政学的
な厄介者としてみなしている。領土権を持たない社会政治的存在にある難民に法的拘












フィール ドワークを実施 した。選挙実施日の5月7日 に、ダラムサラの217名 のチベ ッ
ト人は自分たちが新たに手にした選挙権を行使した。チベット人はバグス投票所の登
録投票者総数943人 のうち僅か20%し か占めていなかったが、現地の雰囲気はチベ ッ
ト人たちに支配されていた。ボイス ・オブ ・アメリカはビデオジャーナリス トを現地
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に派遣 し、初めて投票するチベッ ト人たちを取材 し、チベ ット人が黒色塗料をつけた
指を披露する場面の映像を配信 した。ヒン ドゥスタン ・タイムズは現地取材員を派遣
した。その他、半公式的立場で参加 したチベッ ト人知識人たちは、投票 しないまで
も、この出来事の記録と取材に力を入れた。赤色バンダナでひときわ目立っていたチ








んだ。チベ ット人のひとりは、自分が投票したのは、インドへの愛国心を表明 した り
インド市民権 を希望 した りするためではな く、ただヨーロッパ諸国への移民可能性を











最近の研究者 は、選挙 日に現れる集合的沸騰、すなわち平常の社会秩序 を一時的
に停止 し、生ける平等主義を引 き込 む 「コミュニタス」に注 目している[Banerjee
2011:94]。 汚職、硬直 した政府官僚主義、そして市民生活の現場における政府の役
割に対する悲観的理解が蔓延するなかで、選挙結果ではな く、 じっさいの投票行為
自体こそが 「投票 しなければ国家政治の場から完全に失われて しまうであろう民主 .
主義の基本的価値、すなわち市民権、権利義務、平等、協力、公益 を想像す る力」
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だがそれとは対照的に、バグス投票所での選挙日は、チベッ ト人とガッディの人び

















メディアの取材攻勢 を見つめていた。難民には投票資格がない と繰 り返 して説明し、
投票 したのはきっとラハウリもしくはラダックだど主張する人もいた。選挙参加がチ













13。 ダラムサラにおけるチベ。 ト人 とトライブのアイデン弁 テ,を め ぐる相互依存 と排除
Wラ イオ ンマ ンが叫ぶ!
観光シーズ ンの昼下が り、ツェリン ・ドルジェというライオンマンを自称する男
は、いつもジョギワラロー ドでライブショーのチラシを配っている。チラシには 「来
て、見て、 ヒマラヤの有名芸能人」「ご堪能 ください。チベッ ト伝統の歌と踊 り、当
地ならではのパフォーマ ンスなどなどを」 といったことが書かれている。赤パンツ、
本人の大 きな笑顔の模様が入れた赤Tシ ャッに赤カバンをひっかけて、つまりは赤一
色のいでたちに、飾 りボタンが付いた白ベル ト、てのひら形のレトロなロック風サ ン
グラスを身にまとう、かのライオンマンはまさにダラムサラのコスモポリタニズムと
資本主義を体現する存在である。彼は大胆に外国人観光客に近寄 り、チラシを手渡 し
て、近 くのヨンリン幼稚園にて当日午後6時 上演の彼のパフォーマンスを宣伝 してい
る。マクロ「 ド・ガンジで長年生活してきた亡命者なら誰でも、お決まりのパフォニ
マンスを実際に見たことがあるか、あるいは顔面騎乗セックスのような、そ してシャ
イア ・ラブーフのようなポス トモダン的パフォーマンスアー トの噂を聞いたことがあ
るはずだ。彼が男娼で、タイで一緒に休暇を過 ごす初老のイギリス人彼女がいると
いった噂 も広まっている。チベット系新移民です ら彼 を 「変人」とみなし、関わらな
いようにしている。
自然のなりゆきで、私は好奇心に駆けられ、そしてある日の夕方、ヨンリン坂階段
を下 り、幼稚園入 り口のところで、伝統衣装を着た猫背のチベ ット人老婦 に出会っ
た。ひとりまたひとりと観光客たちが コンクリー ト壁の教室に入 り、床の上に足 を組
み、並んで座った。30分 遅れでライオンマンが突然姿 を現 したときには、部屋にはす
でに38人の外国人が集まっていた。一組の台湾人カップル以外は、全員が欧米人のよ
うだった。彼は観客の間を歩 きなが ら、それぞれ150ル ピーの入場料 と引 き換 えに、
赤地の入場券一枚と自由チベ ット運動のステッカ山を渡 した。45分 間のショーで、彼
は5700ル ピーの収入を手にしたことになる。それはつまり、パ フォーマンスー回分の
彼の収入は・ガッディの労働者の多 くが1ケ 月の間に得 る平均収入に相当する。
今日のライオンマンは、紫色のコンバースの靴、赤いカーゴ ・ショーッ、チベット
旗の模様が入った白Tシ ャッを身にまとっている。入場料を集めると、・彼は部屋の前
方に移動 して、 きざな身振 りでその洋装の上か ら長袖のチベッ ト服(stodthung)と
直垂を羽織 った。 コスモポリタンなチベ ット人であることを服装でアピールする一
方、彼は自己紹介 を私的な話から始めた。1998年 、当時15歳 の彼は、他の37人 ととも
にチベ ットからの2週 間の危険な逃避行 を経験 し、凍傷を負いなが ら最終的にネパー
ルにたどり着いたが、結局そこで警察に逮捕された。チベット亡命政権に釈放される
まで同 じ牢屋で3日 間を過ごし、男 も女 もシングル トイレを共用す るほかなかった。
ライオンマンは観客の間を歩 きながら、一人ひとりにポタラ宮を背に してロバに乗る













ベ ット人商店で繰 り返 し流 されている、民族商品化した音楽にのせての観音菩薩をめ
ぐるサ ンスクリットのマントラである。




いう、チベ ット人の亡命の核心 をなす境界問題の突破だけを意味 しているのではない
と気付 く。 しゃがみこみ、そしてひとりの年配の男性観光客のお人好 しな顔に自分の
顔を押 し付け、ライオンマンは、彼 と我われの間、そ してチベット人と遠路はるばる
チベ ット人とのふれあいを求めてやって来た外国人の間の境界を破壊することを望ん
でいる。それか らの数秒間、ライオンマンの もつれた髪がその外国人の額にかか り、
ふた りの鼻は互いに密着 し、静けさのなかふた りの勇はただ互いに見つめあってい
る。彼は驚愕の表情 をした。15秒 後、彼はかえる跳びで隣の女性観光客の前に移 り、
そして再び、額 と鼻を密着 させて、観光する側 と受け入れる側の間の隔た りを破 っ
た。彼はまたまたかえる跳びで列に沿って移動し、観客に顔を押し付ける度にその力
加減を増 していき、終いにはある女性を押 し倒して、顔 を密着させたまま、自分の足
を上げて相手の体の上に置く、犬の交尾 さながらの姿勢を見せる。するとバックパッ
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と、大げさなクスクス笑いが観客のなかから沸 き起こる。彼はひとりの50代 女性 を選
び、観客たちの前に立たせ、彼女の胸を3回頭で突いて、そ して彼女 をめ ぐって晴れ
がましく歩いて、最後は彼女の額をキスして座 らせた。続いて彼はふた りのいかにも
たくましい男を見つけて、消防士のように一方を背中にひっかけ、他方を脇の下に挟
み込んで、ふた りを持ち上げて数回も回転 した。部屋にいる多 くの観光客たちは持ち
上げられたり、揉 まれた り、押 し付けられた り、はたまた乱暴に小突かれる。ある者
は振 り落 とされ、あるいは力ず くで押 し倒されて、地面に横たわり苦笑する。ある女
性は、ライオンマンが彼女を皆の前で晒 し者にしている間、慌てて自分のパ ンツをぐ
い と引 き上げようとする。ある男性は、 しゃがんだ姿勢のライオンマンに股間を前か
ら後ろに回した手で尻 を掴むようにして持ち上げられている。
パフォーマ ンスの仕上げに、ライオンマンは床を這い回 り、体を涙らせ、のたうち
回 りなが ら、チベ ット服を脱いで欧米人さながらの服装になった。それは、観客たち
に彼自身のポジショナリティがチベット難民 とコスモポリタンの混合であることを明
かす ものだった。彼はぞんざいに地面から跳ね上げって、顔から壁 に激突 した。彼が
左手に掴んだローブのベル トは、空中を舞い、コンクリー ト壁 をかすった。するとま
ず、彼はベル トを開いた両足の聞で性的に挑発的なポーズで揺 らし、そ して自分のT
シャツを螺旋状にしてロープで顔に縛 り、自らの視界を覆い隠した。汗がはだけた胸
をつたって流れ落ちる、その時の彼はまるで執行人に処刑 される寸前の犯罪者のよう
だ。続いて、彼はベル トで自分の出 した舌 を縛 り付 け、舌 をいっぱいまで引っ張っ
て、自分のささやかな泣き声を抑えていた。ベル トを体の後ろに回して、彼は自らの











写真1演 技 終了 後 の一 同 と トイ レ ッ トペ ーパ ー の燃 え さ し(筆 者撮 影)








た。あるオース トラリア人はこう答えた。「のせ られて しまった部分 もあっただろう
が、たぶん私はこのショーをずっと忘れない。これは私が使 った最 も価値のある150
ルピーだ。」2016年 を通 じて、ライオンマンのパフォーマンスは何千人もの観光客が
鑑賞 し、ユーチューブ動画や旅行プログとソーシャルメディアを通 じてさらに多 くの
人の目に触れた。 ・
ッェリン ・ドルジェと頻繁に面会することで、私 は次第に彼のパ フォーマンスが
コスモポリタン的能力の典型であると同時にコスモポリタン的出会いを批判的に演
じ、密かに裏返す ものでもあると思うようになった。ここでい う能力ば 「鍛 え上げ
られた、ある特定の意味と意味的形式のシステムを、それな りに巧妙 に操 る技能」
[Hannerzl990]と いう意味だ。コーンとロセナウ[KoehnandRosenau2010:5-9]に
よると、 トランスナショナルな能力によって、社会的行為者は 「いろいろなレベル










話 と 「相互に自分を相手に開 く態度」を可能とするには、コミュニケーションカが必
要だ。差異を翻訳し、越境をかたちにするコスモポリタン的能力は、当地で問題視さ
れながらも自己利益にかなうものとしてライオンマンが独 自の手法で演 じているが、















ベ ット人的特徴を表現 していたが、結局のところそれを裏返 しにするものだった。ラ
イオンマ ンは、チベ ット人難民の集団としての知名度 を利用 して金払いのいい観光客
を呼び込みつつ、チベ ットを民族商品化する市場のなかでそうと分かる文化的差異を
約束する一方、伝統を破壊 して外国人との文化的同一性 を強調する。カンパの民俗音
楽がゴア ・テクノに、チベ ットの服装が西洋人さなが らの服装に、亡命の語 りが欧米
への移民の約束に姿を変えた。そのパフォーマンスは新移民たちの文化的帰属 をめぐ




それはまた、観光客 とチベ ット人 との互いに対す る期待を表現 し、かつ転覆する。
サムエルスは、アンデスの人種的序列に関するメアリー ・ウェスマンテルの研究手法
を取 り入れて、ボリビア先住民の市場を訪れる外国人観光客たちが、ゲス トとホス ト
の間の 「悪性の二項対立」を例示 していると指摘 した[SamMells2014:128]。 その
ような社会的出会いには、階級に根付いた区分が確かに存在する。ゲス トは 「ゆとり
ある金持ちの部外者」で、ホス トは 「金銭 目的でサーヴィスを提供する現地人」であ
る[Sammells2014:135]。 伝統の表皮 を脱 ぎ去 り、金払いのよい観光客に卑狼な行
動を取ることによって、ライオンマ ンは観光容 とチベ ット人の間のギャップを取 り除
く。それは現場の人たちに一時的な不安をもたらすが、ライオンマンはただ心 を奪わ
れた観客に、本人たちが求める 「真正」な体験なるものを味あわせ るだけである。彼
は、自分の裸体を晒 し、 自分の肉体に苦痛を与えることで、民族の商品化 と新たなオ
リエ ンタリズムの論理をぎりぎりのところまで展開した。チベット人とふれあい、文
化への心酔を演 じたい、あるいは援助を提供 したい、もしくは有閑の中産階級の観光
客 として退屈を紛 らしたい といった欲求を持つ外国人にとって、ライオンマンは一つ
の解毒剤を提供 した。地面に押 し倒され、舐め られ、触 られるといった虚を衝 く親密
な行為、そ して色目を使われ、燃やされること。それ と同時に、ライオンマンは自分
の西洋志向を持つ新参者としての混合的アイデンティティを演 じた。彼の肉体的侵入
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は競い合 う複数の自己に対する調停、あるいは自分の要望する対象と融合することの
演出である。一部の外国人は騙 されたと感 じるかもしれないが、そのパフォーマンス
は彼 らがその場にいる無意識的な動機 と調和 した。
ガッディのより広い文脈から見れば、彼のパフォーマンスは、人 目を引 くチベ ット
人エスニシティの道具的使用が経済的格差を拡大するまさにその現場を見せつけてい
る。 どれほどの日和見主義者であっても、ガッディの人間である限 りは、自分の トラ










本論文を通 じて私は、コスモポ リタニズムが、象徴資本としてチベ ット人難民 と














　 り 　 　
こ れ に加 え て 理 論 家 た ち は 、 非 エ リー トの 当 事 者 た ち に よ る、 一 貫 性 を欠 く、 日
常 的 な 下 か らの コス モ ポ リ タ ニ ズ ム を 考 察 して きた[例 え ばWerbner2008;Hannerz
2004;Clifford1997]。 コス モ ポ リ タ ン的個 人 は 、必 ず し も移 動 能力 を もつ エ リー トた





して審美的な次元で開放性 を表 しているし、複数の文化慣行の狭間に生 きているが、
彼らはそれを語ることも自賛することもない。いわば、チベ ット人 と観光客たちによ
る 「コスモ ・ス ピーク」の言葉遣いに結びつかなかっただけである。そのような語
られることのないコスモポリタン的実践には、羊飼いがチベッ ト薬のメーカー(bod
k)・igsobarigpa)に 乳を売ること、ガッディ女性がチベ ット妊婦を助けて赤ん坊 を取
り上げること、そしてガッディがダラムサラにいる、テンマ神託(TenmaOracle)を




しれない。例えば、ジーヴァンというガッディ人バ ラモ ンは彼を自分が敬愛 し、グ
ル ・ジーと呼ぶあるチベット僧侶と結びつ く宗教的友愛(dha7mkδ7κ'δ)に ついて以
下のように語った 「私のグル ・ジーが生 きている恨 り、私の義務(dharm)は あ
らゆる手で彼に奉仕する(seva)こ とだ。私は彼から離れられない。(幼 い頃の)私
が彼のために木枝 を切っていた時から現在まで、長い年月を経た。 もう33歳 になった















いことで しょうか。」グル ・ジーはこう言った 「そう、それは正 しいことだ。早
まってその命を奪うのがいけない。それは罪だ。その鳥が感 じていた痛み、それは自
然によるものだ。」私はつい口を挟んで、死にゆく生 き物が余計な苦痛 を与えること
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の 倫 理 に つ い て 話 題 に した 。 す る と、 グ ル ・ジー の 確 証 に支 え られ た ジ ー ヴ ァ ン は、
命 を奪 う こ と の罪 を私 に説 明 した 「苦 痛 を 感 じる こ とで 、 鳥 は 自分 の 業 報 を償 う
(btikhtδnkaregδ)。」
我 ら を囲 む 数 人 の チ ベ ッ トの 患 者 と看 護 師 た ち も、 ひ と りの ガ ッデ ィ人 バ ラ モ ン
が 、 静 養 中 の チ ベ ッ ト人 僧 侶 と一 緒 に親 密 な 時 間 を過 ごす 光 景 に 、 心 が 響 い た。 グ
ル ・ジ ー の 昼 ご飯 が 運 ば れ た 時 、 私 は早 く帰 る よ う ジ ー ヴ ァ ン に催 促 した。 彼 は あ
と も う少 しの 合 図 を して 、 そ して 冥 想 の ポ ー ズ を と っ て 、 グ ル ・ジ ー の健 康 の た め に
マ ン トラ を唱 えた 。 グル ・ジ ー は笑 っ て食 べ 始 め た。 そ して ジ ー ヴ ァ ンは こ う語 っ た
「も うあ と数 週 間 で こ こか ら退 院 す るの で し ょう。 で も、 も し入 院が 続 くよ うな
ら、 私 は また お 見 舞 い に来 ます 。」
写真2デ レ病 院 に て グル ・ジ ーの話 に耳 を傾 ける ジー ウァ ン 嘩 者 撮影)
訳 注
1)本 論 文 は、StephenChristopher,"TheInterdependenceandExclusionsofTibetanandTribalIdentitiesinDharamsala"
(英 文 出 版 予 定 原 稿)の 全 訳 で あ る 。 本 論 文 を 土 台 に した 講 演(ContestedCosmopolitanism:Tibetanand
TribalSocialityinDharamsala、2019年6月9日 第894回 東 京 都 立 大 学 ・首 都 大 学 東 京 社 会 人類 学 研 究 会)を お
引 き受 け くだ さっ た こ と 、本 論 文 の 翻 訳 出版 を 許 可 して くだ さっ た こ と 、 そ して 不 明 点 につ い て 懇 切 に
ご 教 示 くだ さっ た こ と につ い て 、StephenChristopher博 士 に 、記 して 感謝 申 し上 げ ま す 。
2)一 例 と して 、 ブ ラ ッ ド・ピ ッ ト主 演 の 「セ プ ン ・イヤ ー ズ ・イ ン ・チ ベ ッ ト」(SevenYearsinTibet)と マ ー
テ ィ ン ・ス コセ ッシ の 「ク ン ドゥ ン」(Kundun)が 挙 げ られ る。
3)指 定 トラ イ プ(ScheduledTr董be)と は 、 「イ ン ド憲 法 第342条 に 基 づ き、 大 統 領 令 に よ っ て 州 ご と に 指 定
さ れ た 政 治 的 集 団 範 疇 で あ り、 「指 定 カ ー ス ト(ScheduledCastes)」 と と もにr後 進 諸 階 級(Backward
CtaSSes)」 をな す もの で あ る」[小 西 公 大2010「 トラ イ プ 」 「南 ア ジ ア社 会 を学 ぶ 人 の た め に1田 中 雅 一 ・
田辺 明生(編)、pp.74-86、 世 界 思 想 社]。
4)小 西 公 大 に よれ ば、 ラ ー ジ ャ ス ター ン州 で 「そ の他 後 進 諸 階 級 」 に属 して い た グ ッジ ャー ルの 人 び とは 、
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)5
)6
よりよい優遇策や留保枠 を確保す るため に指定 トライブへの認定一 小西 の言葉 を借 りれば 「降格」一
を要求 し、それが他指定 トライブとの問での軋礫 になってい る[小 西 公大2018「 包摂 と排 除の政治力学
イン ドにおける指定 トライブ、 ビールの表象 をめ ぐって」 『先住 民か らみ る現代世界 わた したち
の くあた りまえ〉 に挑 む』深 山直子 、丸 山淳子 、木村真希子(編)、pp.195-212、 昭和堂]。 o
イ ン ド社会 におけ る、,カ ース ト制へ の批判 も含め た社 会変革 を求め る運 動 につ いては、石坂晋 哉(編)
2015『 イン ドの社会運動 と民主主義一 変革を求める人び と』 昭和堂、に詳1しい。〆
ダ リ ト(被 抑圧者)は 、 イン ドにおいて 「不可触 民」 とされ ている人び とを指 す。宗教活動 家であっ た
ア ンベー ドカルの指導 の下で 「改宗 仏教徒」 となった ダ リ トにつ いての研究 は、根本達2018『 ポス ト・
ア ンベー トカルの民族 誌一 現代 イン ドの仏教徒 と不可触民解放運動』法藏館、 に詳 しい。
7)ケ サル王伝(LingGesar)は 、チベ ッ トに伝 わる王 ケサルについての叙事詩 である。ケサル王 は、 自身 の
タン トラ的 な魔 法の力 によって、非仏教 的な勢力 を討 ち果 た した伝説上 の人物 と して広 く知 られてい る
[Samuel,Geoffrey1993CivilizedShamans:BuddhisminTibetanSocieties.SmithonianInstitutionPress.]
8)イ ン ドにおけるチベ ッ ト難民につい て、山本達也 は、チベ ッ ト・ナ シ ョナ リズムの構築 と、そ こか らは
み出 している人び との存在 か ら、デ ィアスポラ的 な生 の困難 さとチベ ット難民のハ ビ トゥスの絡み合 い
を提示 し、新 しいチベ ッ ト難民 の語 り方について考察 している[山 本達也2013『 舞台の上の難民一÷ チ
ベ ッ ト難民芸能集団の民族誌』法蔵館]。
9)コ ー シャ料理 は、ユ ダヤ教の教義 で適切 に処理 され た料理 を指す。
10)マ ス ジ ドは、 アラビア語 でイスラームにおける礼拝所 のことであ り、モズク と同義である。
11)バ リはガッディにお ける最下層 カース トにあたる。
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